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主要項目は前表のとおりである(写真 11) 。

7 レール運搬器 レールの小主I!搬に使用する保線作業Jll f，:器

具で. 2 輸フレ ー ムの一端にレ ー ノレキヤ γ チを，他 fJliJに走行ハ

ンドノレを fil/iえたもので 12 m レー ノレ l 木の巡般に 2 台を使用

する。本形式のものでクロソシング郎通過を~J誌にするため，

111輪フラ γジが自由に !liJJ くように したものがある。また本械を

レールキャリヤと もいう(写真ー12) 。

8 レ ール積卸機 (器)

レ ー ノレを車両に獄在11 しするのに使用される保線館員械で，チキ

111上にジプ起重機を装備し. 2 ~までレ ー ノレをつかみ僚主11 しする

もの(写J，!; - 13) や，チ キ車の両端に立てた柱の上部に腕を取付け，

腕上を走行するロ ーラにレー ノレキャッチを備えてレーノレをつり，

位に115( 1τl けた巻偽装世によって償制l しするもので，本型式のも

のが多 く Hl，、られている(写真ー14) 。その他トロ台車等に積載

するのに使Jl l される簡易なレーノレ寂出11総(トロ リフト) がある。

(1) トロ台車に巻取~およびレーノレ案内金具を装備して倣梓を

115(付け， レーノレをは悔したチェンを巻取り ・ 巻下げして般向lす

る(写n- 15) 0 (2) トロ台車の一端に立てた柱の上部に l附を取

り付け，腕上を走行するチェ γ ブロックにより絞在11 しする(写

真ー16) 。

9 枕木穴あけ後

枕木の犬くぎ穴 ・ フッタポノレトの火などをあけるのに使用す

る保線作業j日後械で，モータの先端に銭を取り付けスプ リ ゾグ

を l王 してモータを下降回転させて穴あけするもので，その主主E

項目はつぎのとおりである(写兵ー17) 。
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10 枕木位置整正後 枕木の配置の不整を，正しい間隔にす

るために，枕木を移動するのに使用する 1糸線作業用軽量械で，枕

木をtnfおせず犬くぎ ・ 道J;Rもそのままの状態で行うこ と ができ

る。 ìl l l正式のものと ， ラァク式のものがある。 ìJlI J.王式のものは

四輪台11ょを 1ll! HJ し， ラック式のものは 2 台 1 品l[ として ， レー

ノレは伝部(底部または頭部)を支点として，枕木は短期iを移動す

るもので，も っ とも多く使m されている(写兵 18 ・ 19 ) 。

11 枕木更換憐 軌道・道J;Rはほとんどそのままの状態で枕

木を吏換するのに使J+Jする機械で，動力には発!liJJ俊式と電車}J機

式のものがあり，また形式には，建築限界外に支障することな

くレーノレに取り付けて操作できるものと，軌道上において操作

するものがある。いずれも枕木の先端にかけた，ワイヤロープ

を動力によりドラムに巻付け旧枕木を]111出し ， そのあと同様に

して，新枕木をそう入して更換する(写真ー20) 。

12 犬くぎ打機

犬 く ぎを枕木に打ち込むのに使用する俄械で， 国産のものは

主として電気式で，モ ータ によりスプリ γグを庄紛し，この!王

総i力を利用して 10 秒程度で 1 本の犬くぎを打ち込む。現場では

あまり;f'ljJfJされていなレ。外国でHJ ， 、 られているものは，スパ

イキドライパといわれ， ほとんど圧搾空気による型式のもので

ある(写災 21) 。

13 タイタン/~一

道J;Kバラストを枕木下に機械的に，棋充(てんじ ゅ う)する機

械で， 形式により単式のものと複式のものがある。 lií式のもの

はさらにその1M力の極類によってつぎのようなものがある。

(1) エレクトリ ックタイタンパー 普通 4T l 組として使用

される。 3 相交流かこ'!，I~誘導恒動機の回転il4hに不衡錘(ふこ う

すい) ((耐震錘)をI反付け， その回転による仮動を特殊板ばねを

介して， 失固めパーに伝達し道床パラストを枕木下に棋充する

(写真ー22の 1) 。動力源として 1.8KVA 発動発憶機(写真 22の 2)

および屯化区間では 7 イダ一線または， トロリ一線より受電す

る1.8KVA '111卸J発電機(写真 22の 3) とが為る。

(2) ニ ュ ーマチックタイタンパー コンプレーサーを動力源

としコンプレス トエヤ ーによ って突固め， パ ーに反復衝撃を与

えることにより道床パラストを枕木下に棋充するもので， 現在

国鉄では使用されていない。

(3) スリ ーパーパッカ ー ガソリン機関の爆発力を利用して

失固めパーを上下に五I!即Jさせ，道床バラ ストを枕木下に棋充す

るものであるが，現在国鉄では使用されていない。

つぎに復式のものはマルチプルタイタ ンパー と呼ばれ各形式

のものがあるが， ほとんど 4 輪台車上にディーゼノレ後関，発動

発電機，コンプレ ーのいずれかまたは併用してそれを動力とし，

台車上にi反り付けられた 12 本または 16 本の突固めパーを作動

させて，枕木 1 本を同時に突固めることのできる能率の高い強

力な道床笑固め機で自走もできる。その代表

的なものとしてはつぎの傾苦闘がある。

(1) マックウ ィリアムスタイタンパー EE 

搾笠気によって作動する 16 本の突固めパ ー

で，衝撃により道床を笑閏める。 (2) ブノレマ

ンパワ ー パ ラスター 綴械が1 に動く 16 本の

失阻めパーによ っ て道床を突回める。 (3) ジャクソンマルチプ

ノレタンパ ー 12本の仮 !liJJ式電気タイタ γパーを同時に作動して

道床を笑固める。 (4) マチサパラスト タンパー スイス製であ

る 。 751-Pディーゼノレ後関とそれによヲて駆動されるコ γプレサ

ーを動力とする。 16 本の突固めバーはコンプレストエヤ ーによ

っ て上下し，ディ ーゼノレ機関による{関心刺lの回転によって，毎

分 1 .8001TIIの振動をしつつ枕木をはさんで 14kg/cm ' の圧力で

道床パラス ト を*;t木下に填充する。 一本の枕木を笑固める所要

l時間は 8 秒程皮である。マノレチプノレタイタンパーの中でもっと

も性能が尚く ， 現在ほとん ど全世界の鉄道で使用されており，

わが国鉄で係J1'J したのもこの型である(写真ー23) 。

14 フェ ース ロ ーダ

国鉄における軌道更新工事用の保総括器械として設計試作され

たもの。|日道床パラストをl燐線の貨車に積込むために使用する

もので， 原即J位制i ・ 走行減速機部 ・かき苦干減速機部・かき寄剖1 ・

コンベヤ矧1 . ìlliJ.正装置部よりなり . tN!縦士 1 名で容易に操作で

き，務t込能力は 60 m' / h 程度である(写真-24) 。

15 道床ふるい分後

道床パラストのふるい分けを機械的に行うもの。道床パラ ス

トに土砂などの混入が多くなると，線路の保守にいろいろな支

障が IJ_\ てくるので，この場合道床を更換するか，ふるい分けを

しなければならない。国鉄で試用したものに米国製モ ー ノレ道床

ふるい分担量およびこれとほぼ向型の国産品があるが，いずれも

線路IUj と泊旅肩のふるい分けができるだけで， 能率もlR\く五Il~置

に不便で利用率は少ない。そのほか国産のものに建築限界外に
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